
マクシミリアン・ロペスピエール
（１７５８―１７９４）イルミナティ・フリーメーソンの忠実な下僕にしてフランス革命政治家。山岳党を率
いて粛正による恐怖政治（テルール、テロの語源）を強行したが、クーデターにより断頭台で果てる。

（『ユダヤ･ロスチャイルド世界冷酷支配年表』46頁）


